
正
久
さ
ん
が
先
代
か
ら
経
営
を
引
き
継

ぎ
、
酪
農
か
ら
和
牛
生
産
に
転
換
し
た
の

は
45
歳
の
頃
。
以
来
、
着
実
に
経
営
規

模
を
拡
大
し
続
け
て
き
た
。「
品
評
会
に

出
品
す
る
よ
う
な
技
術
は
な
い
が
、
売
上

最
大
、
経
費
最
小
を
徹
底
し
、
継
続
し

た
勤
勉
と
誰
に
も
負
け
な
い
努
力
を
し
て

き
た
」
と
胸
を
張
る
。
現
在
も
毎
晩
10

時
半
か
ら
1
時
間
半
、
牛
の
見
回
り
を

欠
か
さ
ず
続
け
て
い
る
。

経
営
を
支
え
る
柱
が
、「
う
ま
い
牛
肉

を
腹
一
杯
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
社
会
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
経
営
理
念
だ
。「
理

念
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
私
も
従
業
員

も
仕
事
の
目
的
と
や
り
が
い
を
意
識
し
て

仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
感

じ
て
い
る
。

正
久
さ
ん
は
、
働
く
人
の
精
神
的
な
豊

か
さ
と
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
す
る
。
近
年
、
取
り
入
れ
た
の
が
報

奨
金
制
度
。
牛
を
出
荷
し
た
際
、
従
業

員
が
自
身
で
管
理
し
た
牛
の
格
付
け
成
績

に
応
じ
て
報
酬
を
出
す
。
突
発
的
な
仕
事

な
ど
で
も
臨
機
応
変
に
手
当
て
を
出
す
。

「
牛
の
管
理
を
自
分
事
と
し
て
取
り
組
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
正
久
さ
ん
。

従
業
員
の
瀬
戸
山
航
さ
ん
（
22
）
は
「
将

来
は
実
家
の
牛
飼
い
を
継
ぐ
予
定
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。
報
奨
金
は
ボ
ー

ナ
ス
と
し
て
手
取
り
が
増
え
る
の
で
助
か

る
」
と
意
欲
向
上
に
つ
な
が
って
い
る
。

同
社
の
〝
お
膝
元
〞
で
あ
る
小
林
地
域

家
畜
市
場
。
和
牛
子
牛
上
場
頭
数
は
年

間
1
万
4
3
6
4
頭
（
2
0
2
1
年
度
）

で
、「
全
国
で
も
5
本
の
指
に
入
る
ト
ッ
プ

市
場
」
だ
。
質
の
高
い
牛
が
数
多
く
上
場

さ
れ
る
こ
と
か
ら
全
国
か
ら
購
買
者
が
訪

れ
る
市
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
子
牛
の
生
産

頭
数
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、
着
実
に
生
産

規
模
を
拡
大
し
て
き
た
同
社
は
、
同
市

場
の
上
場
頭
数
の
安
定
維
持
に
一
役
買
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
社
は
子
牛
を
買
い
支

え
る
購
買
者
と
し
て
の
存
在
感
も
大
き
い
。

家
畜
商
の
免
許
を
持
つ
正
久
さ
ん
は
「
地

元
の
牛
を
積
極
的
に
購
入
し
、
産
地
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
同

J
A
肥
育
牛
課
の
山
口
貴
司
課
長
は「
子

牛
の
購
買
頭
数
や
肥
育
牛
の
実
績
な
ど
、

小
林
市
産
・
宮
崎
牛
の
底
上
げ
に
貢
献

し
て
も
ら
って
い
る
」
と
高
く
評
価
す
る
。

同
社
は
2
0
2
1
年
、
新
た
な
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
家
生
産
し
た

和
牛
の
加
工
販
売
だ
。「
宮
崎
牛
」
は
有

名
で
も
、「
小
林
市
産
」
は
消
費
者
に
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
。「
宮

広くファンを持つ牛商丑力のロース

飼
料
生
産
、繁
殖
、肥
育
、加
工
販
売
ま
で

「
宮
崎
牛
」生
産
販
売
で
地
域
貢
献
目
指
す

原油、飼料などあらゆる資材の価格が高騰する“畜産危機”の情勢下でも、和牛の出荷頭数を
増やして力強い存在感を見せているのが宮崎県小林市の牛商丑力株式会社だ。

地の利を活かした自給飼料の生産と繁殖、肥育の一貫経営から、
生産した和牛の加工・販売まで手がけることで経営力を強化。

「小林市産和牛」の認知度向上を通じて地域経済の活性化にも貢献している。

JAこばやし

ＪＡ全農

ＪＡ宮崎経済連

牛商丑力株式会社
宮
崎
県
南
西
部
の
中
山
間
地
域
に
あ

る
小
林
市
は
、
和
牛
生
産
が
盛
ん
な
県

内
で
も
指
折
り
の
牛
飼
い
が
名
を
連
ね
る

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
、
5
年
に
一
度
開
か
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
前
回

2
0
1
7
年
大
会
で
は
、
同
市
産
は
最

高
位
の
名
誉
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

を
獲
得
。
今
年
10
月
に
開
か
れ
た
第
12

回
大
会
で
も
3
部
門
で
県
代
表
と
し
て
出

品
さ
れ
た
。

こ
の
地
で
和
牛
生
産
を
営
む
牛
商
丑
力

は
、
名
峰
・
霧
島
山
麓
の
自
然
豊
か
な

山
あ
い
で
繁
殖
牛
1
3
0
頭
、
肥
育
牛

8
8
0
頭
、
育
成
子
牛
50
頭
、
経
産
肥

育
牛
80
頭
を
飼
養
す
る
。
創
業
は
1
9 

5
8
年
。
先
祖
が
山
麓
を
1
8
0
m
掘

削
し
て
引
き
込
ん
だ
湧
水
を
活
用
し
、
地

の
利
を
活
か
し
た
畜
産
業
を
営
ん
で
き
た
。

緑
濃
い
森
林
に
囲
ま
れ
た
牛
舎
の
周
辺

に
自
社
の
牧
草
地
20
　
が
広
が
る
。
こ
こ

で
牧
草
を
年
4
、5
回
収
穫
し
、
粗
飼

料
と
す
る
牧
草
の
ほ
ぼ
1
0
0
%
を
自
給

す
る
。
モ
ッ
ト
ー
は「
土
づ
く
り
、草
づ
く
り
、

牛
づ
く
り
、
人
づ
く
り
」。
化
学
肥
料
や

除
草
剤
は
使
わ
な
い
。
代
表
の
富
永
正
久

さ
ん
は
「
牛
の
排
せ
つ
物
を
土
に
返
し
、
そ

こ
で
育
っ
た
牧
草
を
牛
に
与
え
る
こ
と
で
お

の
ず
と
循
環
型
農
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
」

と
話
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
記
録

的
な
円
安
…
と
世
界
規
模
で
の
情
勢
悪

化
を
受
け
、
畜
産
業
界
は
今
、
飼
料

代
や
光
熱
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資
材
の
コ
ス

ト
高
に
よ
り
経
営
が
立
ち
行
か
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

同
社
も
飼
料
代
が
月
2
0
0
万
円
上

昇
し
、
採
算
性
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。

正
久
さ
ん
は
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
苦

境
。
我
々
の
世
代
が
生
き
て
い
く
中
で
、

最
後
の
〝
ふ
る
い
〞
に
か
け
ら
れ
て
い
る
」

と
顔
を
ゆ
が
め
る
。

そ
の
中
で
勝
機
を
見
出
し
て
い
る
の
が
、

目
下
の
子
牛
の
価
格
下
落
。「
今
年
は
牛

を
1
0
0
頭
増
や
す
。
来
年
も
1
0
0

頭
増
や
す
。
牛
を
入
れ
る
場
所
が
な
け
れ

ば
新
た
に
建
て
る
」
と
〝
攻
め
〞
の
姿
勢

を
崩
さ
な
い
。
離
農
す
る
農
家
も
増
え
る
、

厳
し
い
淘
汰
の
時
代
。「
ビ
ジ
ョン
を
持
っ
た

ら
、
そ
の
通
り
進
め
て
い
く
の
み
」。
先
を

見
据
え
て
決
断
し
迷
い
な
く
突
き
進
む
毎

日
だ
。

崎
牛
」の
普
及
を
進
め
な
が
ら
地
元
で「
小

林
市
産
」
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
、

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
「
小
林
市
産
和

牛
」
の
知
名
度
向
上
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
プ
ロ
ジェク
ト
に
挑
戦
し
た
。

「
生
産
者
が
主
体
と
な
り
、
地
元
産
の

和
牛
を
直
売
す
る
と
と
も
に
情
報
発
信
す

る
拠
点
を
整
備
す
る
」
と
い
う
構
想
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
支
援
者
を

募
集
。
全
国
か
ら
4
0
0
万
円
近
く
の

寄
付
が
集
ま
っ
た
。

同
年
11
月
、
宮
崎
自
動
車
道
の
小
林

イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
に
隣
接
す
る
物
産
館「
四

自
然
豊
か
な
畜
産
王
国

地
の
利
を
活
か
し
循
環
型
農
業

攻
め
る
経
営
で
起
死
回
生
へ

逆
境
下
に
牛
を
増
頭

季
彩
館
」の
一
角
に
食
肉
加
工
場
を
整
備
。

「
旨
い
牛
肉
を
腹
一
杯
」
と
筆
文
字
で
書
い

た
巨
大
な
の
れ
ん
を
店
先
に
掲
げ
た
直
売

店
「
牛
商
富
永
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

切
り
盛
り
す
る
の
は
息
子
の
征
駿
さ
ん

（
28
）。
岡
山
県
の
酪
農
大
学
校
を
卒
業

し
て
家
業
に
入
り
、繁
殖
牛
の
管
理
を
担
っ

ぎゅうしょうぎゅうりき

【取材協力】
牛商丑力株式会社
宮崎県小林市細野3562-1

豊かな水量を誇る湧水
霧島山を望む牛商丑力の牧草地
開放型の牛舎
粗飼料を食む母牛と育成中の子牛
新たな牛舎建設のため、整地も順次
行っている

2
3
4
5

1

て
き
た
。
食
肉
加
工
は
も
と
よ
り
食
品
分

野
への
従
事
は
初
め
て
だ
が
、「
も
と
も
と
、

育
て
た
牛
の
直
売
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
前
を
向
く
。

こ
こ
で
は
「
宮
崎
牛
」
と
と
も
に
自
家

生
産
の
牛
肉
を
「
富
永
和
牛
」
と
銘
う
っ

て
販
売
し
て
い
る
。
霧
島
山
麓
の
湧
き
水

で
育
て
た
牛
、
堆
肥
を
還
元
し
た
牧
草
を

食
べ
た
牛
…
、
育
て
た
牛
への
思
い
や
ス
ト
ー

リ
ー
は
無
限
に
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も

「
地
元
の
和
牛
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を

元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

店
舗
自
体
は
、
市
の
中
心
地
か
ら
離
れ

た
不
便
な
立
地
で
多
く
の
来
客
は
望
め
な

い
の
が
実
情
だ
が
、
店
頭
販
売
が
メ
イ
ン
で

は
な
い
。
征
駿
さ
ん
は
「
自
ら
牛
を
育
て

て
い
る
の
が
強
み
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
や

S
N
S
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ど

販
路
は
開
拓
で
き
る
」
と
考
え
て
い
る
。

事
業
ス
タ
ー
ト
か
ら
1
年
近
く
。
地
元

の
個
人
客
や
外
食
、
宿
泊
業
者
と
の
直

接
取
引
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
堅
調

だ
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
る
。
今
後
は
和
牛
を
1
頭
買
い
し
、

部
位
ご
と
の
特
徴
や
味
わ
い
方
を
伝
え
る

提
案
型
の
販
売
を
強
化
す
る
。
征
駿
さ

ん
は
「
家
庭
で
も
外
食
店
の
よ
う
に
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
伝
え
、
和
牛
の
食

文
化
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
る
。

確固たるポリシーをもって経営する代表取締役・富永正久さん

2

1 3

54

と
う
た

ha
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正
久
さ
ん
が
先
代
か
ら
経
営
を
引
き
継

ぎ
、
酪
農
か
ら
和
牛
生
産
に
転
換
し
た
の

は
45
歳
の
頃
。
以
来
、
着
実
に
経
営
規

模
を
拡
大
し
続
け
て
き
た
。「
品
評
会
に

出
品
す
る
よ
う
な
技
術
は
な
い
が
、
売
上

最
大
、
経
費
最
小
を
徹
底
し
、
継
続
し

た
勤
勉
と
誰
に
も
負
け
な
い
努
力
を
し
て

き
た
」
と
胸
を
張
る
。
現
在
も
毎
晩
10

時
半
か
ら
1
時
間
半
、
牛
の
見
回
り
を

欠
か
さ
ず
続
け
て
い
る
。

経
営
を
支
え
る
柱
が
、「
う
ま
い
牛
肉

を
腹
一
杯
食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
社
会
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
経
営
理
念
だ
。「
理

念
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
私
も
従
業
員

も
仕
事
の
目
的
と
や
り
が
い
を
意
識
し
て

仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
感

じ
て
い
る
。

正
久
さ
ん
は
、
働
く
人
の
精
神
的
な
豊

か
さ
と
、
物
質
的
な
豊
か
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
す
る
。
近
年
、
取
り
入
れ
た
の
が
報

奨
金
制
度
。
牛
を
出
荷
し
た
際
、
従
業

員
が
自
身
で
管
理
し
た
牛
の
格
付
け
成
績

に
応
じ
て
報
酬
を
出
す
。
突
発
的
な
仕
事

な
ど
で
も
臨
機
応
変
に
手
当
て
を
出
す
。

「
牛
の
管
理
を
自
分
事
と
し
て
取
り
組
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
正
久
さ
ん
。

従
業
員
の
瀬
戸
山
航
さ
ん
（
22
）
は
「
将

来
は
実
家
の
牛
飼
い
を
継
ぐ
予
定
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
る
。
報
奨
金
は
ボ
ー

ナ
ス
と
し
て
手
取
り
が
増
え
る
の
で
助
か

る
」
と
意
欲
向
上
に
つ
な
が
って
い
る
。

同
社
の
〝
お
膝
元
〞
で
あ
る
小
林
地
域

家
畜
市
場
。
和
牛
子
牛
上
場
頭
数
は
年

間
1
万
4
3
6
4
頭
（
2
0
2
1
年
度
）

で
、「
全
国
で
も
5
本
の
指
に
入
る
ト
ッ
プ

市
場
」
だ
。
質
の
高
い
牛
が
数
多
く
上
場

さ
れ
る
こ
と
か
ら
全
国
か
ら
購
買
者
が
訪

れ
る
市
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で
子
牛
の
生
産

頭
数
が
頭
打
ち
と
な
る
中
、
着
実
に
生
産

規
模
を
拡
大
し
て
き
た
同
社
は
、
同
市

場
の
上
場
頭
数
の
安
定
維
持
に
一
役
買
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
社
は
子
牛
を
買
い
支

え
る
購
買
者
と
し
て
の
存
在
感
も
大
き
い
。

家
畜
商
の
免
許
を
持
つ
正
久
さ
ん
は
「
地

元
の
牛
を
積
極
的
に
購
入
し
、
産
地
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
同

J
A
肥
育
牛
課
の
山
口
貴
司
課
長
は「
子

牛
の
購
買
頭
数
や
肥
育
牛
の
実
績
な
ど
、

小
林
市
産
・
宮
崎
牛
の
底
上
げ
に
貢
献

し
て
も
ら
って
い
る
」
と
高
く
評
価
す
る
。

同
社
は
2
0
2
1
年
、
新
た
な
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
家
生
産
し
た

和
牛
の
加
工
販
売
だ
。「
宮
崎
牛
」
は
有

名
で
も
、「
小
林
市
産
」
は
消
費
者
に
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
。「
宮

宮
崎
県
南
西
部
の
中
山
間
地
域
に
あ

る
小
林
市
は
、
和
牛
生
産
が
盛
ん
な
県

内
で
も
指
折
り
の
牛
飼
い
が
名
を
連
ね
る

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
、
5
年
に
一
度
開
か
れ
る

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
前
回

2
0
1
7
年
大
会
で
は
、
同
市
産
は
最

高
位
の
名
誉
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

を
獲
得
。
今
年
10
月
に
開
か
れ
た
第
12

回
大
会
で
も
3
部
門
で
県
代
表
と
し
て
出

品
さ
れ
た
。

こ
の
地
で
和
牛
生
産
を
営
む
牛
商
丑
力

は
、
名
峰
・
霧
島
山
麓
の
自
然
豊
か
な

山
あ
い
で
繁
殖
牛
1
3
0
頭
、
肥
育
牛

8
8
0
頭
、
育
成
子
牛
50
頭
、
経
産
肥

育
牛
80
頭
を
飼
養
す
る
。
創
業
は
1
9 

5
8
年
。
先
祖
が
山
麓
を
1
8
0
m
掘

削
し
て
引
き
込
ん
だ
湧
水
を
活
用
し
、
地

の
利
を
活
か
し
た
畜
産
業
を
営
ん
で
き
た
。

緑
濃
い
森
林
に
囲
ま
れ
た
牛
舎
の
周
辺

に
自
社
の
牧
草
地
20
　
が
広
が
る
。
こ
こ

で
牧
草
を
年
4
、5
回
収
穫
し
、
粗
飼

料
と
す
る
牧
草
の
ほ
ぼ
1
0
0
%
を
自
給

す
る
。
モ
ッ
ト
ー
は「
土
づ
く
り
、草
づ
く
り
、

牛
づ
く
り
、
人
づ
く
り
」。
化
学
肥
料
や

除
草
剤
は
使
わ
な
い
。
代
表
の
富
永
正
久

さ
ん
は
「
牛
の
排
せ
つ
物
を
土
に
返
し
、
そ

こ
で
育
っ
た
牧
草
を
牛
に
与
え
る
こ
と
で
お

の
ず
と
循
環
型
農
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
」

と
話
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
記
録

的
な
円
安
…
と
世
界
規
模
で
の
情
勢
悪

化
を
受
け
、
畜
産
業
界
は
今
、
飼
料

代
や
光
熱
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資
材
の
コ
ス

ト
高
に
よ
り
経
営
が
立
ち
行
か
な
い
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

同
社
も
飼
料
代
が
月
2
0
0
万
円
上

昇
し
、
採
算
性
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。

正
久
さ
ん
は
「
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
苦

境
。
我
々
の
世
代
が
生
き
て
い
く
中
で
、

最
後
の
〝
ふ
る
い
〞
に
か
け
ら
れ
て
い
る
」

と
顔
を
ゆ
が
め
る
。

そ
の
中
で
勝
機
を
見
出
し
て
い
る
の
が
、

目
下
の
子
牛
の
価
格
下
落
。「
今
年
は
牛

を
1
0
0
頭
増
や
す
。
来
年
も
1
0
0

頭
増
や
す
。
牛
を
入
れ
る
場
所
が
な
け
れ

ば
新
た
に
建
て
る
」
と
〝
攻
め
〞
の
姿
勢

を
崩
さ
な
い
。
離
農
す
る
農
家
も
増
え
る
、

厳
し
い
淘
汰
の
時
代
。「
ビ
ジ
ョン
を
持
っ
た

ら
、
そ
の
通
り
進
め
て
い
く
の
み
」。
先
を

見
据
え
て
決
断
し
迷
い
な
く
突
き
進
む
毎

日
だ
。

崎
牛
」の
普
及
を
進
め
な
が
ら
地
元
で「
小

林
市
産
」
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
、

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
「
小
林
市
産
和

牛
」
の
知
名
度
向
上
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
プ
ロ
ジェク
ト
に
挑
戦
し
た
。

「
生
産
者
が
主
体
と
な
り
、
地
元
産
の

和
牛
を
直
売
す
る
と
と
も
に
情
報
発
信
す

る
拠
点
を
整
備
す
る
」
と
い
う
構
想
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
活
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
支
援
者
を

募
集
。
全
国
か
ら
4
0
0
万
円
近
く
の

寄
付
が
集
ま
っ
た
。

同
年
11
月
、
宮
崎
自
動
車
道
の
小
林

イ
ン
タ
ー
チェン
ジ
に
隣
接
す
る
物
産
館「
四

牛
飼
い
で
社
会
に
貢
献

社
員
の
意
欲
向
上
を
重
視

牛
飼
い
と〝
牛
買
い
〞で

地
域
支
え

地
元
産
和
牛
の
フ
ァ
ン
獲
得
へ

自
家
生
産
し
た
牛
肉
を
直
売

季
彩
館
」の
一
角
に
食
肉
加
工
場
を
整
備
。

「
旨
い
牛
肉
を
腹
一
杯
」
と
筆
文
字
で
書
い

た
巨
大
な
の
れ
ん
を
店
先
に
掲
げ
た
直
売

店
「
牛
商
富
永
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

切
り
盛
り
す
る
の
は
息
子
の
征
駿
さ
ん

（
28
）。
岡
山
県
の
酪
農
大
学
校
を
卒
業

し
て
家
業
に
入
り
、繁
殖
牛
の
管
理
を
担
っ

和気あいあいとした牛商丑力のスタッ
フの皆さん
若手スタッフがモチベーション高く働く
同社
宮崎牛の次世代の担い手のひとりと
して、牛商丑力で修行中の瀬戸山航
さん

2

3

1

て
き
た
。
食
肉
加
工
は
も
と
よ
り
食
品
分

野
への
従
事
は
初
め
て
だ
が
、「
も
と
も
と
、

育
て
た
牛
の
直
売
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
と
前
を
向
く
。

こ
こ
で
は
「
宮
崎
牛
」
と
と
も
に
自
家

生
産
の
牛
肉
を
「
富
永
和
牛
」
と
銘
う
っ

て
販
売
し
て
い
る
。
霧
島
山
麓
の
湧
き
水

で
育
て
た
牛
、
堆
肥
を
還
元
し
た
牧
草
を

食
べ
た
牛
…
、
育
て
た
牛
への
思
い
や
ス
ト
ー

リ
ー
は
無
限
に
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も

「
地
元
の
和
牛
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
を

元
気
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

店
舗
自
体
は
、
市
の
中
心
地
か
ら
離
れ

た
不
便
な
立
地
で
多
く
の
来
客
は
望
め
な

い
の
が
実
情
だ
が
、
店
頭
販
売
が
メ
イ
ン
で

は
な
い
。
征
駿
さ
ん
は
「
自
ら
牛
を
育
て

て
い
る
の
が
強
み
。
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
や

S
N
S
（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ど

販
路
は
開
拓
で
き
る
」
と
考
え
て
い
る
。

事
業
ス
タ
ー
ト
か
ら
1
年
近
く
。
地
元

の
個
人
客
や
外
食
、
宿
泊
業
者
と
の
直

接
取
引
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
が
堅
調

だ
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増

え
て
い
る
。
今
後
は
和
牛
を
1
頭
買
い
し
、

部
位
ご
と
の
特
徴
や
味
わ
い
方
を
伝
え
る

提
案
型
の
販
売
を
強
化
す
る
。
征
駿
さ

ん
は
「
家
庭
で
も
外
食
店
の
よ
う
に
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
伝
え
、
和
牛
の
食

文
化
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
る
。
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ＪＡこばやし肥育牛課の山口貴司課長
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富永正久社長と息子の征駿専務
富永社長とともに全国でトップ
クラスの和牛生産を支えるＪＡ
宮崎経済連の瀬尾康太さん
（左）とＪＡ全農福岡畜産生産
事業所の井上直俊さん（右）
真剣な表情で美しく牛肉を切り
分ける富永征駿専務
部位ごとのおいしい食べ方を提
案する「提案型販売」を実践
真空パックされた商品
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